
　三浦教授と行く　広島歴史探訪フィールドワーク

北広島町の古建築めぐり

「国重文　龍山八幡神社本殿」

古くから山陽と山陰を結ぶ中継地として栄え、戦国武将・毛利氏、吉川氏の遺跡が数多く残る
北広島町一帯の古建築を、現地解説を聞きながら見学します。

時の案内人　広島大学大学院　文学研究科　教授　三浦正幸 氏
開催日時：平成 26 年 5月 31 日（土）　9:00 ～ 17:00　※雨天決行（荒天時は中止）
目  的  地：山県郡北広島町
集合場所：ＪＲ広島駅新幹線口　8:45 集合
対　　象：どなたでも（年齢制限なし）
定　　員：40 名
参  加  費：4,000 円（保険料・昼食代・交通費等）
申込方法：往復はがき (1 枚につき 2名まで ) に、催し名、応募者全員の住所、　　　
　　　　　氏名 ( ふりがな )、年齢、電話番号を明記のうえ、文化財課 (〒732-0052
　　　　　広島市東区光町 2-15-36) へ。平成 26 年 5月 7日 ( 水 ) 消印有効。
主　　催：公益財団法人広島市文化財団　文化科学部　文化財課
協　　力：北広島町教育委員会
問合せ先：文化財課　TEL  082-568-6511　FAX  082-568-6513　http://www.mogurin.or.jp

【見学地】
（県重文）枝の宮八幡神社本殿
（国重文）龍山八幡神社本殿
（町指定）上本家住宅主屋
（国史跡）万徳院跡歴史公園
（国史跡）吉川元春館跡・戦国の庭歴史館


